
 2014 年 11 月 1 日（7 号） 

＝第 7 号発行にあたって＝

　関西学院はこの秋に創立 125 周年を迎えました。19 人の学生・生徒と 5 人の教師で始った原田の森の時代とは、

高等教育機関をとりまく環境は大きく変化しています。2 万人を超える学生・院生・教員の Learning Management 

System である LUNA は、2010 年 9 月の稼働以来やっと 5 年目を迎えたところです。学院の歴史の中ではまったくの

新参者です。それでも、教員側においても学生側においても毎年着実に LUNA の利用率は増加しています。LUNA は教

育改善のための一つの道具であり、それを利用する教員・学生のアイデアに応じて様々な可能性を含んでいます。今回

のニュースレターでも、関西学院大学の教育力向上のために、いくつかの LUNA 活用事例を紹介していきます。

　その他には、当センターが所管する研修会や勉強会の模様をお伝えします。当センターは、学内・学外の関連機関と

連携して、教育実践に役立つ情報を学内構成員の皆様と共有すべく、定期的にイベントを開催しています。新任教員の

ための研修にとどまらず、多くの教職員に活用いただけるであろう新たな教育技法の紹介も行っています。皆様のご協

力と積極的な参加をお待ちしております。

高等教育推進センター副長（高等教育推進センターニュースレター編集長）中野　康人　
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◆ 2013 年度の LUNAの利用実績は昨年度を上回りました

2013 年度の利用実績の集計を行いました（下表）。

LUNA を利用する授業科目の比率は 38.7％、専任教員の利用率は 69.8％、学生の利用率は 92.0％と、すべて項目で

過年度の実績を上回ることができました。

 

◆ LUNAサポートでは以下のサービスを提供しておりますので、ご利用ください

◎電話・メールサポート…電話やメールにてお問い合わせをいただければ、サポートします

◎出張サポート…………研究室に直接訪問し、サポートします。個人、複数いずれでも対応します

◎来室サポート…………高等教育推進センター事務室へ来室いただければ、その場でサポートします

◎学生向け説明会………先生に代わって LUNA の操作方法のオリエンテーションをおこないます

◎ハンドブック……………教員向け・学生向けがそれぞれあります

◎ LUNA サポート…………LUNA 内に詳細なマニュアルを掲示しております

 

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

1 12.2% 34.6% 35.7% 38.7%

2 53.9% 59.4% 60.9% 69.8%

3 65.8% 85.9% 89.0% 92.0%

指標項目 指標の定義

LMSを利用する
授業科目の比率

全開講科目数(大学・当該年度)に対するLUNAを利用する科目の比率。
(LUNAを利用するとは「お知らせ・教材・掲示板など」に教材や記事が
掲載されている科目とする。)

LMSを利用する
専任教員の比率

全専任教員に対するLUNAを利用する専任教員の比率
(LUNAを利用する専任教員とは「お知らせ・教材・掲示板など」を利用
している科目がひとつでもあることとする。)

LMSを利用する
学生の比率

LUNAにアクセスした学部学生数÷在籍学生数（学部）
（１回でもLUNAのページにアクセスしたらカウントする）
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LUNA 活用事例紹介

◆高等教育推進センター　内田啓太郎先生の活用例◆

・LUNA を使っている科目

⇒【演習系授業】　共通教育 ) スタディスキルセミナー ( プレゼンテーション )

・LUNA を使っている科目のクラス規模 ⇒小規模クラス、PC 教室で行う

・LUNA を使っている科目の配布物 ⇒紙の配布物は、ほとんどありません
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◆理工学部　ダニエル・パーソンズ先生 の活用例◆

・ＬＵＮＡを使っている科目

⇒英語ライティング、英語コミュニケーション、科学技術英語

【クラス規模】20 ～ 30 名　【授業形態】外国語　【配布物】多い

・ＬＵＮＡを使用するようになった経緯

⇒前任の先生から聞いて LMS があるのは知っていたが、使い方が解らず

使用していなかった。興味はあったので、まずは 1 つのクラスで試験的に使用してみて、

うまくいきそうだと判断できたため今年から使っている。
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◆共通教育センター　池田瑞穂先生の活用例◆

・　いつからコミュニティを開設していますか？

⇒ 2011 年より年度ごとにコミュニティを開設

・　LUNA での利用目的を教えてください

⇒授業補佐（ＳＡ）、授業コーディネータおよび担当事務方間の

ＳＡ業務報告書等の情報共有を行うため

◆情報科学授業補佐コミュニティを作成し、SA 業務の情報を蓄積し、共有するためにコミュニティを活用しています。

【LUNA を活用する前の問題点】
・業務報告書を紙で管理していた  ファイルの保管場所でのみの閲覧のため、不便
・授業補佐業務が個人スキルに依存していた SA 同士の情報共有ができていないため、SA のスキルのアップにつながらない
・授業中に発生した障害の経緯がわからない

【LUNA のコミュニティを活用後】
・情報が学内サーバに保管されるので管理者として安心
・SA 同士の情報共有がスムーズにできる 　　授業補佐ノウハウ集を掲載
     　　業務報告書がいつでも閲覧でき、代理で授業補佐に入る場合に情報収集できる
     　　障害報告の経緯を掲載

「Turning Point」活用事例

　大学図書館では、昨年 12 月に教職員を対象とした FD ワークショップ「Turning 

Point を利用した能動型授業のススメ」に参加いただき、春学期に基礎演習の授業内

で実施する文献の探し方講習会で Turning Point を活用されました。

　講師をされた大学図書館の瀬戸口さんは「講習会では、講師が説明したとおりにパ

ソコンで検索実習を行う時間が長く、どうしても授業が講師から学生への一方向で展

開されるため、一体感を持って講習会を進めるのが難しいこともあった。しかし、途

中にアンケートを入れて、その場で学生と結果を共有したり、意見を聞いたりするこ

とで、いい切り替えになり、説明をよく聞いてくれるようになった。クリッカーを利

用した講習会と利用していない講習会では、学生の反応が全く違う。また、最初に『朝

食を食べたか』など、講習会と関係のない質問をすることで、アイスブレイクにもな

る。今年は試験的に導入したが、次年度以降も、継続して利用していきたいと思って

いる。」とのことでした。

　Turning Point は、今回のような 20 名弱の授業（講習会）から大人数の授業まで、

双方向で授業を実施することができ、アクティブラーニングでの活用も期待されてい

ます。高等教育推進センターで貸出を行なっておりますので、どうぞご活用ください。

活用事例報告「Turning Point」を利用した図書館講習会
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開催日時：2014 年 4 月 5 日（土）15:00 ～ 16:00
講　　演：平林　孝裕 氏（高等教育推進センター長）

　本学に新たに着任した教員を対象とした、新任者教員研修会が 4 月 5 日

（土）9:00 ～ 16:00 まで開催された。村田治学長から「関西学院大学の教育

目標」についての講話をはじめ、教務機構、研究推進社会連携機構、大学図

書館から各業務や制度についての説明がありました。

　そして午後からは、高等教育推進センター主催で、LMS 講習会と FD に関

する講演会「『授業に関する調査』結果からみる本学の教育状況について」

が開催されました。

　FD に関する講演会「『授業に関する調査』結果からみる本学の教育状況に

ついて」については、平林高等教育推進センター長より、前年度に実施された授業調査の結果報告書をもとに、本学学生の

学修時間や授業の満足度についての分析を説明しました。また本学では、教員個人のＦＤ活動を推進するだけでなく、提供

部署単位でのＦＤ活動や全学的なＦＤ活動を推進していることを紹介し、参加者にＦＤ活動への積極的な協力を依頼されま

した。

　講演終了後に実施したアンケートからも、「学生が教員や講義の内容をどう思っているかは、非常に大切なので是非活か

したい」、「どのような点に気をつけながら講義を行なうべきか明確になった」等、授業に対する前向きな意見が多く寄せら

れ、ＦＤについて更なる意欲を感じさせる非常に有益な講演会になりました。

ＦＤワークショップ：大学教員のための「講義方法のブラッシュアップ」

開催日時：2014 年 9 月 8 日（月）～ 9 日（火）
講　　演：倉茂好匤氏（滋賀県立大学環境科学部教授・教育実践支援室長）

このワークショップは「関西地区 FD 連絡協議会初任教員向けプログラム」の一貫として、本学との共催事業となっています。

  本ワークショップは、専任教員・非常勤講師及び大学で講義担当を目指す大学院生等を対象としたもので、1 日目のみ、2

日間連続参加の選択が可能で、視聴覚教材、グループワーク、宿題、ルーブリックといった内容について実習を交えて学び

ました。

  申込者数は、初日が 30 名（関西学院大学から 12 名、関西地区 FD 連絡協議会加盟校から 18 名）、2 日目が 20 名（関西

学院大学から 10 名、関西地区 FD 連絡協議会加盟校から 10 名）でした。

9 月 8 日（月）
講義「視聴覚教材を用いる授業のために」
講義「授業に学生を『参加』させるには」
グループワーク「宿題と評価」

9 月 9 日（火）
講義「ルーブリックによる評価」
個人ワーク「ルーブリックを作ってみよう」
グループワーク「各グループ内で完成させたルーブリックの発表」

 なお、ワークショップ終了後にアンケートを実施したところ、主な感想は以下のとおりでした。
●映像の見せ方、パワーポイントの作り方など、自分の授業を見直すきっかけになった。
●視聴覚教材の位置付けについて再考したいと思いました。
●グループワークを実際に体験することで参考になった。
●授業の構成方法、グループワークの方法やＶＴＲの使い方も学べた。

ＦＤに関する講演会―２０１４年度新任者教員研修会―
「『授業に関する調査』結果からみる本学の教育状況について」
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ご意見、ご感想、情報等をお寄せ下さい。寄稿も歓迎致します。☞ HighEdu@kwansei.ac.jp

高等教育推進センターニュースレター
２０１4 年 １１月１日

発行：関西学院大学教務機構高等教育推進センター

〒 662-8501　西宮市上ケ原一番町 1-155
TEL：0798-54-7420　FAX：0798-54-7421

http://www.kwansei.ac.jp/cerphe/index.html

2014 年度「学生による授業に関する調査」について
　本学では、2005 年度から統一的な方式で、全学的に学生による「授業に関する調査」を実施しています。2014
年度春学期の実施率（マークシート方式）は 99.5%(2013 年度春学期 98.9%) であり、多くの先生方のご協力により
ほぼ全ての授業で実施されました。
　また、2012 年度より実施しました Web による調査方式は、認知度の向上に伴い、Web の対象科目のうち学生か
らの回答があった科目は全体の 52.1%(2013 年度春学期 54.0%) に達し、半数以上の科目で回答がありました。
　本調査の目的は寄せられた評価や意見をもとに、授業担当者が次年度以降の授業内容や授業方法の改善に取り組む
ことや、授業環境について組織的な改善に結びつけることです。（各学部・センターの FD 活動の一例は高等教育推
進センターホームページの「各学部の FD 活動」をご覧ください。）
　秋学期も引き続きご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

◇「学生による授業に関する調査」（秋学期）
＜マークシート方式実施日＞
　２０１４年１２月８日（月）～１２月１２日（金）[ 予備期間：１２月１５日（月）～１２月１９日（金）]
＜ Web 方式実施日＞
　２０１４年１２月８日（月）～２０１５年１月９日（金）
※実施要領・実施科目などの詳細につきましては、11 月中旬に各授業担当者宛にご連絡いたします。

お知らせ

第６回 EMIR 勉強会

＜概要＞
　　主催　　：山形大学エンロールメント・マネジメント部
　　共催　　：関西学院大学
　　開催日時：2014 年 9 月 19 日（金）　13 時 30 分～ 17 時 05 分
　　　　　　　2014 年 9 月 20 日（土）　10 時 00 分～ 15 時 30 分

　9 月 19 ～ 20 日に、H 号館 301 教室にて、第 6 回 EMIR 勉強会を開催され、
およそ 200 名の方が参加いたしました。
　EMIR 勉強会は、国内外の先進事例を持つ大学や企業の幅広いナレッジを集積し、オープンな議論を進め、日本の大学
IR の進展に寄与することを目指して、2011 年から開催されている勉強会です。
　1 日目は、高等教育推進センター准教授の江原昭博氏から、日本における IR の現状について、また、佐賀大学 IR 室室
長の西郡大氏、茨城大学評価室助教の嶌田敏行氏より、それぞれの大学における IR の取組について紹介いただきました。
　2 日目は、大学 IR ソリューションについて、先進的に取り組んでいる企業からの事例紹介ののち、アメリカで州政府
やコミュニティカレッジ等で IR の実務に携わり、現在は、コンサルタントとして活躍されている柳浦猛氏より、アメリ
カにおける IR の組織運営、人材育成についての講演がありました。柳浦氏からは、アメリカと日本では組織運営やデー
タ環境などが大きく異なっているため、日本の現状を意識した上で IR に取り組む必要があることや、アメリカにおいては、
IR はもはや統計に長けた研究者だけでは務まらず、データガバナンスに精通し、問題解決能力やリーダーシップのある
人物が IR 部門に求められるようになっていることなど、本学において IR へ取り組むうえで重要な示唆を得られました。
　各セッションともに、フロアから多くの質問があり、様々な視点から、エンロールメントマネジメントや IR について
の議論が行われました。特に柳浦氏の講演では、1 時間にもわたり質疑応答が行われ、先行するアメリカの IR を取り巻
く状況への関心の高さがうかがわれました。


